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本庄早稲田の杜ミュージアム第 3 回企画展 

薬師堂東遺跡－ガラス小玉の生産拠点となった大規模集落－ 
 

薬師堂東遺跡の発掘調査は、これまで 4 回行われ、

検出された遺構は、竪穴住居跡だけでも 384 軒、土坑

が 506 基にのぼります。平成 24、25 年に本庄市立本庄

東中学校の新校舎建設に先立って最も広い範囲で発掘

調査が行われた C 地点では、本邦初となる完形のガラ

ス小玉鋳型やおびただしい数の同種鋳型片などが出土

しました。また平成 28 年の新プール棟建設予定地、D

地点で実施された発掘調査では、中世の城館に伴う堀

と思われる遺構が検出されています。 

 今回の展示では、埼玉県内でも屈指の遺構密度、規

模と推定される薬師堂東遺跡の集落の歴史や周辺遺跡

との関係にも光を当てることで、ガラス小玉鋳型や関

連資料が多量に出土した遺跡の特異性や意味を考える

手掛かりとしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 チラシ １部 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 教育委員会事務局 文化財保護課 担当：古沢・松本・太田 

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 シティプロモーション推進課 担当：谷田部 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

会期中の講演会「古代のガラス小玉とガラス小玉鋳型－薬師堂東遺跡出土のガラス小

玉鋳型から考える－」の講師に、古代遺跡出土の玉類を研究されている斎藤あや氏(大

田区立郷土博物館学芸員)をお招きします。 

○期 間：７月１日㈬～９月 13 日㈰ 

休館日 月曜日（月曜日が休日の場合は翌日） 

７月 19 日㈰（施設メンテナンスによる臨時休館） 

○会 場：早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター 

（早稲田大学 93 号館）２階情報資料室 

○その他：講演会は要申込（詳細は添付資料参照） 






